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ごみゼロワークショップ（北勢） 

 

日 時：平成１７年２月２日（水） １１：００～１５：００ 

場 所：桑名市リサイクル推進施設 「クルクル工房」 

参加者：県民１７名、県８名 

 

＜内容＞ 

 

○クルクル工房現地見学 

 桑名市のリサイクルの現状について学んでいただくため、桑名市リサイクル推進施設 

クルクル工房の見学を行いました。 

 また、桑名市職員から、クルクル工房の概要についての説明がありました。 

 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

 

○グループ別ワーキング 

 テーマ：「ごみゼロ社会を実現するためには何が必要か？」 

     「自分自身では何ができるか、何をやってみたいか？」 

 １グループ４～５名程の４グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、それぞれグル

ープの意見をまとめ発表しました。 

 

※グループ別ワーキングのまとめは次ページのとおり 

 

＜クルクル工房見学＞                   ＜グループ別ワーキング＞ 
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ごみゼロワークショップ（津） 

 

日 時：平成１７年１月２２日（土） １０：００～１５：００ 

場 所：アスト津 食工房 

参加者：県民１３名（小学５・６年生及び保護者）、環境学習情報センター２名、県５名 

 

＜内容＞ 

 

○エコクッキング 

 講師：環境学習情報センター 環境学習推進員 矢口芳枝 氏 

・ エコクッキングの説明 「エコクッキングって何？」 

・ 料理の作り方の説明 

・ 料理 

４つのグループに分かれて、それぞれ役割分担をして調理しました。 

野菜切り、パン切り、マヨネーズ作り etc 

メニュー・・・３色オープンサンド（手作りマヨネーズ添え） 

       残り野菜で作るスープ 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

○グループ別ワーキング 

テーマ：「２０年後こんな社会にしたいな！」 

 子ども１グループ、大人２グループの計３グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、

グループの意見をまとめ発表しました。 

※グループ別ワーキングのまとめは次ページのとおり 

 

＜エコクッキング＞                    ＜グループ別ワーキング＞ 
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ごみゼロワークショップ（南勢志摩・松阪） 

 

日 時：平成１７年１月２２日（土） ９：４５～１６：００ 

場 所：ウェルサンピア伊勢 

参加者：県民３２名、市町村４名、県１１名 

 

＜内容＞ 

 

○基調講演及び意見交換会  

 テーマ：「ゼロ・ウェイストへの取組」 

 講 師：徳島県上勝町まちづくり推進課 松岡夏子 氏 

  ※講演要旨、意見交換概要は次ページのとおり 

 

○リフレッシュタイム 

 「童謡・唱歌を歌おう」 

 アコーディオン演奏 小山充 氏 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

○グループ別ワーキング 

 テーマ：「ごみゼロ社会を実現するためには何が必要か？」 

     「自分自身では何ができるか、何をやってみたいか？」 

 １グループ８～９名程の３グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、それぞれグル

ープの意見をまとめ発表しました。 

※グループ別ワーキングの発表概要、まとめは別紙のとおり 

 

＜上勝町松岡氏講演＞                   ＜グループ別ワーキング＞ 
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上勝町の位置
 

講講演演「「ゼゼロロ・・ウウェェイイスストトへへのの取取組組」」  
－－徳徳島島県県上上勝勝町町ままちちづづくくりり推推進進課課松松岡岡夏夏子子氏氏－－ 

 
【講演の要旨】 
 
○ 上勝町について 
① 町の社会的自然的特性 

・ 人口 ２１９７人 
・ 世帯数 ８６２戸 
・ 高齢者率 ４４．５３％ 
・ 森林面積率 ８６．５３％ 
・ 位置 県庁の南西約４０km、徳

島市から車で約１時間  
  
 
 
②「彩（いろどり）」ビジネス 

新たな地域の産業おこしとして成功している。地域の豊かな自然資源を、都

市の飲食産業のニーズと上手く結びつけた。毎朝、その日売れる葉っぱの情報

が住民に流され、それに応じる形で住民が葉っぱを収穫、市場にのせるという

仕組み。 
彩（ いろどり）  

葉っぱをお金に換える 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 徹底する３４分別 

・ 平成１０年までは、各家庭での野焼きが

一般的なごみ処理方法であった。 
・ ３４分別導入のきっかけは、平成１０年

に小型の焼却炉を２基導入したが、平成１

２年１月に施行されたダイオキシン対策

特別措置法により、小型焼却炉が使えなく

なったこと。 
・ 町で対策を検討した結果、焼却方式から

の脱却を目指すこととした。 
 
 
 
○ 生ごみ対策 

町のごみ行政の成功の鍵は、生ごみを町の収集ステーションから完全にシャッ

トアウトしていること。生ごみは基本的に次の方法で処理。 
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・コンポストによる堆肥化 

ゴミナイスコンポスト

・ごみナイス（乾燥式生ごみ処理機） 
→約４８０世帯で導入済み。１戸当た

り 10,000 円の自己負担。 
 
 
 
○ 収集車の走らない町 

 

・ 四国電力の廃施設を譲り受け、町の拠点

回収施設「日比ヶ谷ステーション」を設置。

行政は、ごみ収集をしないで、住民が自ら

ごみをこのステーションに持ち込むという

仕組み。ステーションでは、町職員が分別

等の指導を行っている。 
・ 町内の幹線（県道）沿いにあり、住民は、

徳島市へ買い物に行く途中などに立ち寄るなどの形で利用している。 
・ ３４分別といっても、各家庭でそれだけのごみ箱を置くということはなく、

家庭では自分たちが出しやすいように分けてごみを保管し、ステーションに持

ち込んでから分別項目ごとのコンテナに分けて排出している。コンテナには、

そのごみがどのようにリサイクル・処分するのかが示されている。 
・ 家庭で不用になったが、まだ使えるものを置いておくスペースもあり、他の

家庭で有効利用できるようになっている。 
・ 私たちは今、声高に分別やリサイクルなど訴えかけているが、上勝町の高齢

者の方はずっと前から、当たり前のようにごみを出さない（ごみが出にくい）

暮らしを営んでいる。ごみを出さない生活文化、知恵が地域に根づいている。

大切なことは、モノを大事にするといった気持ちである。 
 

 家族でゴミステーションへ

ぼくもがんばるよ～！

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ ステーション持ち込み方式のメリット・デメリット 
【メリット】 
¾ 他人任せにならない。 
¾ ステーションで分けることによる意識付けができる。 
¾ 減量へのインセンティブが働く。 

【デメリット】 
¾ 町民、特に高齢者の方にとっては手間。経済的な負担もある。 
  →解消のために･･･、 

・ ボランティア団体「利再来上勝」が立ち上がり、支援している。 
・ シルバー人材センターによる有償でごみ収集を請け負うサービス 

（５袋で５２５円、一袋増えるごとに１０５円アップ） 
・ 地域内での協力 
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○ ごみ処理システムの転換による成果 
¾ 新たなシステム（２００１年から導入）により焼却量は激減 
¾ ごみ処理費用は、 

・ 従来のごみ処理システムを続けたとき→焼却委託により５万円弱 
・ 新たなシステムを導入した結果→増加傾向にはあるが２万円弱 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごみ処理費用の推移

　ごみ処理費

リサイクルタ
ウン推進費

分別しなか
った場合の
推計値

2000年度～2004年焼却ごみ袋数

○ ゼロ・ウェイスト宣言 
平成１５年９月に町として、「上勝町ゼロ・ウェイスト宣言」を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
→ 三点目については、東南アジアでは日本で不用になったパソコン等をリ

サイクルするため、子どもも含む多くの人々が劣悪な労働環境の中で働い

ている。日本の中だけでリサイクルを考えていてはいけない、といった趣

旨のもとに盛り込まれた。 
 

１ 地球を汚さない人づくりに努めます！ 
２ ごみの再利用・再資源化を進め、２０２０年までに焼却・埋め

立て処分をなくす最善の努力をします！ 
３ 地球環境をよくするため、世界中に多くの仲間をつくります！ 

シルバー人材センターを活用した

再生布団、再生お座布団

３
年
越
し
の
夢
が

よ
う
や
く
叶
い
ま
し
た

○ 平成１５年度視察実績・・・１９４自治体、２１０３人 
 

○ シルバー人材センターを活用した布団、座布団

の再生利用･･･３年越しの夢 
高齢者の方が、再生布団、再生座布団を作成

し、５００円で販売している。高齢者にとって、

日々の生活の中での生き甲斐、やり甲斐のある

仕事になっている。 
 
 

○ 中学生による「ＧＯ美箱」バーゲン 

 

毎月第４日曜日に、中学生が住民に提供して

もらった不用品を販売している。作文コンクー

ルで優秀賞をもらった中学生に話を聞くと、賞

金で中学校の生徒と先生が全員産業廃棄物の不

法投棄が問題になった香川県の豊島に勉強に行

くとのこと。環境教育の大切さを実感した。 
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○ ＮＰＯ法人ゼロ・ウェイストアカデミーの設立に向けて 
町の取組により、焼却量は減ったが、資源にまわった分を合わせるとごみ自

体は減っていない。 
→今後は、ごみの量そのものの削減に取り組むことが必要。 
→企業の経済活動の影響は大きい。企業に対しての働きかけ、生産者として

の責任の徹底を求めていく必要がある。しかし、行政が率先してそうした

働きかけを行うことについては、地域の経済・産業との関係もあり住民等

の理解が得られにくい。 
→こうした課題に取り組むＮＰＯ法人の設立を進めている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行政

住民

企業

リサイクルの道
筋づくり

分別回収への協
力要請

協力
ごみになる
ものは要り
ません。

こういうもの
が欲しいな

あ。

リサイクルできな
いものは作って
はいけません

 

行政

住民

企業

リサイクルの道
筋づくり

分別回収への協
力要請

協力

ごみが
減らない

分別が
わかり
にくい

 

○ ゼロ・ウェイストアカデミーの展望 
① ゼロ・ウェイスト推進の普及・啓発 

多くの市民・行政にゼロ・ウェイストを広げるためのイベントやツアーを実

施する。 
② ゼロ・ウェイストに関する調査研究 
③ ゼロ・ウェイストスクールの設立・運営 

ゼロ・ウェイストについて学びたい、環境を仕事にしたいという人の拠点づ

くり。 
④ ゼロ・ウェイスト商品の開発・普及 

 
 

○ 推進のための方策 
◆ゼロ・ウェイスト推進基金が上勝町に創設されました。 

寄付の第１号は、中学校の卒業生２人。自分たちが環境の勉強をするため

に海外へ行きたいと思って貯めたお金を寄付してくれた。 
◆ゼロ・ウェイストアカデミーは会員を募集しています。 

正会員  ５０００円／年（個人） 
賛助会員 ３０００円／年（個人） 
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【意見交換の概要】 
 

Ｑ：廃油の処理はどうしているのか？ 
Ａ：徳島市の業者に処理を依頼している。住民主体の団体による廃油を利用した石けん

づくりなどの活動もある。 
 

Ｑ：デンマークに滞在されたがそうだが、向こうの状況はどうか？ 
Ａ：デンマークに１年間滞在した。日本同様、ごみ政策は市町村によって異なる。滞在

した町では、ごみは２分別。「生ごみ」と「それ以外」に分けて袋に入れ、家の前のコ

ンテナに出しておくと行政が回収するという仕組み。生ごみは、生分解して熱を回収

し、主に暖房に利用している。 
生ごみ以外のごみは、高い費用で整備した施設で、分別センサーにより機械選別し、

再利用している。 
ごみ処理の実態としては、２分別ですら上手くいっていなくて、いろいろな問題が

起きていた。その結果、昨年５月にはシステムがストップしてしまった。 
環境の取組について、ヨーロッパが手本にされることがあるが、必ずしもヨーロッ

パのやり方が良いというわけではない。重要なことは、地域に住む人たちが自分たち

で、それぞれの地域に合った良いやり方を考え、責任を持ってやっていくことだろう。 
良い例として、「佐那河内村」の職員の方が上勝町の取組に触発されたことがきっか

けで、住民・地域主導での取組が展開されている。自分たちでやり方・システムを考

え、責任を持って実行している。 
 

Ｑ：上勝町では価値観、生活様式がある程度均一であったことが、上手くいっている要

因ではないか？ 
Ａ：そんなことはない。最初は何回も地区の座談会をやって、それで合意が形成された。

世代間の意識、ライフスタイルの違いははっきりとある。 
 

Ｑ：不法投棄についてはどうか？ 
Ａ：不法投棄は減っていないが、３４分別のために不法投棄が増えたとは捉えていない。

そもそも「分別はしないといけないもの」という考え方に立っている。デポジット制

度とか考えている。 
 

Ｑ：生まれた地域との違いはどうか。 
Ａ：西宮市は町が分別するシステム。上勝町に来たとたんにごみ箱が増えた。 

 
Ｑ：コンポストでは虫がわくなど問題もあると思うがどんな対策はとっているのか？ 
Ａ：住宅が密集していないなど地域性もあり、特に対策は必要となっていない。 

 
Ｑ：すぐ近くでも持っていかない人がいる。 
Ａ：ポイント制を導入するなど考えてはどうか。 
 
Ｑ：家庭での生ごみ処理は、町として義務づけているのか？ 
Ａ：義務づけてはいないが、ステーションでは受け入れていないため、自ら処理せざる

を得ない。処理方法は、各家庭で選択している。 
 
Ｑ：松阪市では、地域マネジメント（地域内自治、地域のことは地域で考える）を進め

ようとしているが、どうすればよいか悩んでいる部分もあるようだ。ごみ処理の課題

から波及するものとして、教育や福祉があり、さらにそれがコミュニティの再生など

につながっていくこともあると思うが？ 
Ａ：ゼロ・ウェイストの発想から、せっかく身近に森林資源が豊富にあるのだから利用

すべきだということになり、チップボイラーの燃料として利用するなどの取組が始ま

っている。ゼロ・ウェイストを進めることが、地域の自立、経済も含めた地域の豊か
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さの向上につながっていくこともあると思う。 
 
Ｑ：上勝町は合併するのか？ 
Ａ：現在のところ見送っている。 
 
Ｑ：ごみ処理費について、どこまで減らせると考えているか？ 
Ａ：難しい問題であり、数値としては答えにくい。ごみを減らすためのポイントとして、

容器包装ごみを減らすということがある。リターナブル製品の利用を進めることも必

要。そのために、宅配サービスの仕組みを活用することも効果的ではないか。 
 
Ｑ：若い人の目をごみ問題に向けるためにはどうすればよいか？裾野を広げるにはどう

すればよいか？ 
Ａ：危機的な状況にならないと人は変わらないと思う。便利なものがあれば、多くの人

はどうしてもそちらへ流れる。「デザイン」がキーワード。デザインの良さと環境負荷

の少ない製品を結びつけていけば、若い人はそちらを選択するようになると思う。 
 
Ｑ：割り箸を分別収集しているが、何に使うのか？ 
Ａ：パルプの原料にする。 

 
Ｑ：町が動いたきっかけは何か？ 
Ａ：ダイオキシン対策により現実問題として、困ったことが起きたということ。それと

トップの考え。  
 

Ｑ：高齢者の方が元気なようなので、山の手入れなどがなされていると思うが、町内の

環境資源に対する取組はどうか？ 
Ａ：山の荒廃は進んでいる。山に入ってもお金にならない時代。野生生物の対策なども

必要になってきている。そうしたことからチップボイラーの取組なども始まった。都

市との交流を通して自分たちの住む町の資源に気付かされるという部分もあると思う。 
 
Ｑ：上勝町に移り住んで良かったこと、悪かったことは？ 
Ａ：空気水がきれい。交通が不便、アクセスが悪いこと。良いことの方が多い。日本の

食文化の豊かさに気付かされた。 
 
Ｑ：企業として環境問題に取り組んでいるが、恒久的な取組にしていくことの難しさ、

社内教育の難しさを感じている。 
Ａ：今後とも市民、行政、ＮＰＯと協力して取り組むことが必要である。 
 
Ｑ：町としてＮＰＯの設立に取り組むというのはおもしろい。どのような経緯があった

のか？ 
Ａ：企業に対していろいろ働きかけていかなければならないと考えたが、拡大生産者責

任の徹底を町として進めるのはおかしいという見方もあって、ＮＰＯ設立の発想が生

まれた。 
 
Ｑ：粗大ごみの回収と処理は、どのようにしているのか？ 
Ａ：町民がステーションに持ち込み、町職員１名、シルバー人材センター１名で金属類

を選り分けるなどの処理している。受け入れは月１回日曜日である。 
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ごみゼロワークショップ（伊賀） 

 

日 時：平成１７年２月１日（火） １３：００～１６：００ 

場 所：伊賀市青山公民館 中ホール 

参加者：県民１５名、伊賀環境問題研究会６名、環境学習情報センター３名、県６名 

 

＜内容＞ 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

 

○いろいろな「生ごみ堆肥化の方法」の説明 

 （説明：伊賀環境問題研究会 会員） 

 バケツによるサンドイッチ方式での処理方法等の説明がありました。 

 

 

○グループ別ワーキング 

 テーマ：「生ごみ減量化について」 

     ①生ごみの堆肥化を始めたきっかけは？ 

     ②実際に行ってみて、「良かった点」「悪かった点」について 

     ③生ごみ堆肥化の感想 

 １グループ６～７名程の３グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、それぞれグル

ープの意見をまとめ発表しました。 

  

※グループ別ワーキングのまとめは次ページのとおり 

 

＜生ごみ堆肥化の説明＞                  ＜グループ別ワーキング＞ 
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ごみゼロワークショップ（紀北） 

 

日 時：平成１７年２月１９日（土） １３：００～１６：３０ 

場 所：海山町リサイクルセンター 

参加者：県民１９名（内市町職員６名）、県４名 

 

＜内容＞ 

 

○海山町リサイクルセンター視察 

 海山町のごみ処理の現状について学んでいただくため、海山町リサイクルセンター内にある、

ＲＤＦ施設、リサイクルセンターの視察を行いました。 

 また、海山町職員から、廃食用油リサイクルの取組状況についての説明がありました。 

 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

 

○グループ別ワーキング 

 テーマ：「ごみゼロ社会を実現するためには何が必要か？」 

     「自分自身では何ができるか、何をやってみたいか？」 

 １グループ６～７名程の３グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、それぞれグル

ープの意見をまとめ発表しました。 

 

※グループ別ワーキングのまとめは次ページのとおり 

 

＜海山町リサイクルセンター見学＞             ＜グループ別ワーキング＞ 
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ごみゼロワークショップ（紀南） 

 

日 時：平成１７年１月２３日（日） １２：３０～１７：００ 

場 所：県熊野庁舎 ５階 第９会議室 

参加者：県民１２名、県８名 

 

＜内容＞ 

 

○有馬不燃物処理場視察 

 熊野市のごみ処理の現状について学んでいただくため、有馬不燃物処理場内にある、生ごみ

堆肥化施設等の視察を行いました。 

 また、熊野市職員から、廃食用油リサイクルの取組状況についての説明がありました。 

 

 

○ごみゼロ社会実現プラン策定状況、プラン中間案の説明 

 

 

○グループ別ワーキング 

 テーマ：「ごみゼロ社会を実現するためには何が必要か？」 

     「自分自身では何ができるか、何をやってみたいか？」 

 １グループ６～７名程の３グループに分かれ、上記テーマについて話し合い、それぞれグル

ープの意見をまとめ発表しました。 

 

※グループ別ワーキングのまとめは次ページのとおり 

 

＜生ごみ堆肥化施設見学＞                 ＜グループ別ワーキング＞ 
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